
25
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

回
答
頂
い
た
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ

ル
ー
プ
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員

の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
は
毎
年
、
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
皆
さ
ん
の
回
答

を
元
に
春
闘
要
求
を
作
り
、

皆
さ
ん
の
声
（
一
言
メ
ッ
セ
ー

ジ
）
を
春
闘
要
求
と
と
も
に

会
社
に
提
示
し
て
い
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

25
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ま

だ
回
答
受
付
中
で
す
。
今
か

ら
で
も
是
非
ご
回
答
下
さ
い
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
部
に
あ

る
「
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か

ら
「
２
０
２
５
年
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

表
示
、
回
答
し
て
下
さ
い
。

＊

＊

＊

＊

＊

さ
て
、
25
春
闘
で
は
、
な

ん
と
し
て
も
物
価
高
騰
か
ら

く
ら
し
を
ま
も
る
大
幅
賃
上

げ
を
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
従
業
員
の
皆
さ
ん
の
怒

り
の
声
、
切
実
な
声
を
多
数

頂
い
て
お
り
ま
す
。
以
下
に

ア
ン
ケ
ー
ト
に
頂
い
た
皆
さ

ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

物
価
高
騰
と
賃
上
げ
に
つ
い
て

・
物
価
高
騰
の
中
で
賃
上
げ

が
な
い
。
（
50
代
）

・
歴
史
的
な
円
安
と
物
価
高

の
中
、
会
社
は
昇
給
し
な
い

こ
と
に
不
満
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
（
30
代
）

・
物
価
高
に
対
し
て
賃
上
げ

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
の
点
が
不

安
で
す
。
（
30
代
）

・
物
価
高
騰
が
収
ま
ら
な
い

状
況
を
踏
ま
え
て
、
会
社
は

真
摯
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

（
50
代
）

・
今
年
実
施
し
て
欲
し
い
。

（
50
代
）

・
好
き
勝
手
な
回
数
の
変
更

や
、
不
透
明
な
昇
給
ロ
ジ
ッ

ク
、
ほ
と
ん
ど
や
り
た
い
放

題
で
許
せ
な
い
。
（
50
代
）

・
私
は
20
年
ま
と
も
に
賃
上

げ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
（
シ
ニ

ア
契
約
社
員
）

１
回
分
少
な
い
賃
上
げ
に
つ
い
て

・
普
通
に
お
か
し
い
と
思
う
。

遡
及
し
て
実
施
し
て
欲
し
い
。

（
40
代
）

・
会
社
の
や
り
方
が
ず
る
い

と
思
い
ま
す
。
（
30
代
）

・
よ
き
企
業
市
民
と
は
到
底

い
え
な
い
。
（
シ
ニ
ア
契
約

社
員
）

・
ひ
ど
い
話
だ
。
就
業
規
則

に
の
っ
て
る
こ
と
を
平
気
で

破
っ
て
く
る
。
従
業
員
が
破
っ

た
ら
懲
戒
処
分
な
の
に
不
公

平
だ
。
会
社
も
守
れ
な
か
っ

た
事
を
説
明
す
べ
き
。
そ
し

て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
払
う
べ
き
。

（
50
代
）

在
宅
勤
務
手
当
に
つ
い
て

・
在
宅
勤
務
手
当
が
欲
し
い
。

（
50
代
）

・
水
道
光
熱
費
が
上
が
っ
て

い
る
の
で
、
在
宅
勤
務
手
当

を
出
し
て
ほ
し
い
。
（
50
代
）

定
年
後
の
労
働
条
件
に
つ
い
て

・
シ
ニ
ア
雇
用
の
給
与
を
上

げ
て
ほ
し
い
。
（
シ
ニ
ア
契

約
社
員
）

・
シ
ニ
ア
の
年
収
が
低
す
ぎ

る
。
こ
れ
で
は
再
雇
用
の
カ

テ
ゴ
リ
で
は
残
ら
な
い
選
択

を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
人
が

た
く
さ
ん
出
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。
（
50
代
）

・
中
途
入
社
が
沢
山
入
社
し

て
き
た
。
一
度
Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
退

職
し
た
人
達
を
再
入
社
さ
せ

る
の
は
、
い
か
が
か
と
思
う
。

そ
れ
よ
り
も
シ
ニ
ア
雇
用
を

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ル
ー

に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

（
シ
ニ
ア
契
約
社
員
）

・
担
当
の
正
社
員
は
何
も
対

応
し
て
い
な
い
の
に
昇
進
、

昇
給
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
と
良
い
思
い

を
し
て
い
る
が
、
裏
で
働
い

て
い
る
シ
ニ
ア
雇
用
は
残
業

も
付
け
ず
昇
給
、
昇
進
も
な

い
。
（
シ
ニ
ア
契
約
社
員
）

・
正
社
員
の
時
と
変
わ
ら
な

い
仕
事
量
な
の
に
、
シ
ニ
ア

雇
用
の
た
め
に
給
与
が
下
が
っ

て
し
ま
っ
た
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ブ
ル
ー
に
変
更
し

て
ほ
し
い
。
Ｔ
Ｌ
Ｓ
で
は
、

シ
フ
ト
勤
務
や
残
業
な
ど
、

シ
ニ
ア
雇
用
前
と
変
わ
ら
な

い
仕
事
を
し
て
い
る
技
術
員

も
い
ま
す
。
ま
た
、
正
社
員

の
ク
レ
ー
ム
対
応
を
シ
ニ
ア

雇
用
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

（
シ
ニ
ア
契
約
社
員
）

リ
ス
ト
ラ
、
退
職
勧
奨
、
Ｐ

Ｉ
Ｐ
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

・
成
果
を
出
し
た
人
に
報
い

て
い
な
い
。
コ
ス
ト
削
減
が

最
優
先
で
海
外
の
や
す
い
人

材
に
投
資
し
日
本
の
社
員
は

リ
ス
ト
ラ
を
行
っ
て
い
る
。

（
50
代
）

・
給
与
が
安
く
雇
用
が
不
安

定
。
会
社
は
黒
字
で
部
門
も

定
め
ら
れ
た
目
標
ク
リ
ア
し

て
い
る
。
し
か
し
、
正
社
員

な
の
に
毎
年
リ
ス
ト
ラ
に
怯

え
る
と
か
意
味
不
明
な
会
社

だ
。
（
50
代
）

・
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
は

基
本
的
に
従
業
員
に
厳
し
く
、

Ｐ
Ｉ
Ｐ
等
を
利
用
し
、
所
属

長
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
退
職
勧
誘

な
ど
が
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま

す
。
（
30
代
）

・
退
職
勧
奨
や
そ
の
後
も
減

給
・
降
格
を
前
提
と
し
た
改

善
活
動
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

（
50
代
）

・
職
場
で
現
在
困
っ
て
い
る

こ
と
、
悩
み
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

い
じ
め
。
（
50
代
）

・
Ｔ
Ｌ
Ｓ
は
、
昔
か
ら
パ
ワ

ハ
ラ
が
多
く
、
そ
の
風
土
は

変
わ
ら
な
い
。
（
シ
ニ
ア
契

約
社
員
）
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２０２５年２月３日 か い な 第２４５９号(4)

年
末
帰
省
し
、

久
々
に
前
の
会

社
の
同
僚
と
飲

み
に
行
く
機
会

を
得
、
互
い
に

Ｐ
社
よ
り
Ｆ
社

と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
転
籍
と
な
っ
た

者
同
士
で
、
前
職
場
の
話
で

盛
り
上
が
っ
た
。
そ
の
後
、

転
籍
者
が
何
を
し
て
い
る
か

と
い
う
話
に
な
り
、
Ｆ
社
で

は
年
配
の
社
員
や
、
間
接
部

門
に
移
っ
た
社
員
の
多
く
が

早
期
退
職
を
迫
ら
れ
、
会
社

を
去
っ
た
者
も
多
い
と
の
事

で
あ
っ
た
▼
な
お
、
Ｆ
社
に

は
従
業
員
全
加
入
の
労
働
組

合
が
あ
る
が
「
組
合
費
だ
け

は
徴
収
し
、
社
員
を
守
っ
て

く
れ
な
い
」
と
ボ
ヤ
い
て
い

た
。
私
は
、
彼
の
組
合
は
会

社
に
迎
合
す
る
色
合
い
の
強

い
組
織
と
の
認
識
を
持
つ
為

「
そ
ん
な
御
用
組
合
に
言
う

だ
け
無
駄
」
と
投
げ
や
り
な

返
答
を
し
た
も
の
の
、
複
雑

な
気
持
ち
で
い
た
▼
こ
れ
を

他
山
の
石
と
し
、
我
々
の
組

合
は
従
業
員
の
問
題
に
と
も

に
向
き
合
い
、
会
社
と
交
渉

し
、
問
題
解
決
に
取
り
組
む

組
合
で
あ
り
た
い
と
思
っ
た
。

（
Ｓ
）

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

定年後再雇用賃金差別裁判 2/06(木)11:00 東京地裁510号法廷

定年後再雇用不当労行為事件 2/25(火)15:30 中央労働委員会会議室

ＡＩ不当労働行為事件は、8月1日に都労委で勝利和解しました。

25
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

怒
り
の
声
、
切
実
な
声
、
多
数



(3)２０２５年２月３日 か い な 第２４５９号

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２５年２月３日 か い な 第２４５９号(2)

25
春
闘
に
向
け
た
行
動
が

本
格
化
し
て
い
る
な
か
、
国

民
春
闘
共
闘
委
員
会
と
東
京

春
闘
共
闘
会
議
は
、
１
月
17

日
、
東
京
都
内
で
「
25
春
闘

闘
争
宣
言
行
動
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
行
動
は
、
25
春
闘
を

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
行
動

で
、
お
昼
前
の
厚
生
労
働
省

前
行
動
か
ら
始
ま
り
、
お
昼

休
み
の
時
間
に
丸
の
内
か
ら

経
団
連
に
向
か
っ
て
デ
モ
、

最
後
に
経
団
連
包
囲
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

約
３
５
０
人
の
参
加
者
は
、

横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
、
の

ぼ
り
旗
を
か
か
げ
、
賃
金
上

げ
ろ
、
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら

し
を
ま
も
れ
、
企
業
は
社
会

的
責
任
を
果
た
せ
、
と
迫
り

ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
前
行
動

厚
生
労
働
省
前
行
動
で
は
、

主
催
者
挨
拶
で
全
農
協
労
連

の
信
川
中
央
執
行
委
員
長
が

「
25
春
闘
に
向
け
て
ス
ト
ラ

イ
キ
や
統
一
闘
争
強
化
で
労

働
者
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
。
日

本
経
済
再
生
に
賃
上
げ
が
欠

か
せ
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
25
春
闘
に
向
け
た

決
意
表
明
を
日
本
医
労
連
、

映
演
労
連
、
全
日
本
年
金
者

組
合
、
高
知
県
労
連
の
４
団

体
の
代
表
者
が
行
い
、
日
本

医
労
連
の
渡
辺
委
員
長
が

「
医
療
・
介
護
で
は
昨
年
末

の
ボ
ー
ナ
ス
が
過
去
20
数
年

で
最
低
で
あ
る
。
医
療
・
介

護
の
現
場
を
守
る
た
め
に
５

万
円
以
上
の
賃
上
げ
を
要
求

す
る
。
そ
の
た
め
に
労
働
組

合
の
権
利
を
す
べ
て
使
っ
て

結
果
を
出
す
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

最
後
に
「
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
金
を
大
幅
に
引
き
あ

げ
ろ
」
と
参
加
者
全
員
で
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
ま
し

た
。

経
団
連
包
囲
行
動

経
団
連
会
館
を
包
囲
す
る

行
動
で
は
、
主
催
者
挨
拶
で

全
労
連
の
黒
澤
事
務
局
長
が

経
団
連
に
対
し
「
今
の
労
働

者
の
生
活
実
態
を
見
ろ
、
働

く
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
ろ
、

と
強
く
言
い
た
い
。
物
価
は

10
％
上
が
り
食
品
は
20
％

上
が
っ
て
い
る
の
に
賃
上
げ

が
３
％
や
４
％
で
は
生
活
は

改
善
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
大

企
業
の
労
働
分
配
率
は
統
計

史
上
最
低
で
あ
る
。
ま
た
、

中
小
企
業
へ
の
価
格
転
嫁
を

社
会
的
責
任
と
し
て
や
る
べ

き
だ
。
10
％
の
賃
上
げ
を
求

め
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
た

た
か
う
決
意
だ
」
と
述
べ
ま

し
た
。

続
い
て
、
国
公
労
連
、
東

京
土
建
、
自
交
総
連
、
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
、
首
都
圏
青
年
ユ
ニ

オ
ン
の
代
表
者
が
発
言
し
ま

し
た
。
国
公
労
連
の
笠
松
書

記
長
は
、
内
部
留
保
を
活
用

す
れ
ば
、
だ
れ
で
も
月
３
万

２
０
０
０
円
以
上
の
賃
上
げ

が
可
能
だ
と
強
調
。
東
京
土

建
の
松
本
副
委
員
長
は
、
物

価
高
な
ど
の
コ
ス
ト
増
を
価

格
転
嫁
で
き
な
い
小
規
模
建

設
業
者
の
倒
産
が
増
え
て
い

る
と
述
べ
、
適
正
な
賃
金
、

単
価
が
業
界
の
隅
々
ま
で
行

き
わ
た
る
よ
う
経
団
連
に
対

策
を
求
め
ま
し
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
の
笠
瀬
書
記
長
は
、
ジ
ョ

ブ
型
雇
用
で
賃
金
格
差
が
拡

大
し
て
い
る
と
実
態
を
報
告

し
ま
し
た
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
定
年
後
再

雇
用
制
度
で
あ
る
シ
ニ
ア

契
約
社
員
の
賃
金
が
あ
ま
り

に
も
低
い
状
態
（
月
額
給
与

18
万
５
千
円
・
年
収
２
２

２
万
円
）
が
続
い
て
い
ま
す
。

組
合
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
シ

ニ
ア
契
約
社
員
の
賃
金
に
関

す
る
問
題
点
や
労
使
交
渉
の

模
様
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
連

載
し
て
い
ま
す
。

今
号
の
９
回
目
は
、
キ
ン

ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
が
そ
れ
ぞ
れ
今
年
１
月

に
発
表
し
た
定
年
後
の
労
働

条
件
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
契
約
社
員

の
収
入
は
賃
金
と
高
年
齢
雇

用
継
続
給
付
金
の
合
計
で
す

が
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
給

付
金
の
給
付
率
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
た
め
、
シ
ニ
ア
契
約

社
員
の
賃
上
げ
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
取

り
上
げ
た
12
月
19
日
の
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
の
団
体
交
渉
の

や
り
取
り
を
紹
介
し
ま
す
。

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
は

65
歳
へ
の
定
年
延
長
を
発
表

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
は
１
月
６
日
、
キ
ン
ド

リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
、
Ｋ
Ｊ
Ｔ
Ｓ

お
よ
び
Ｋ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
の
正
社
員

を
対
象
に
、
４
月
１
日
か
ら

賃
下
げ
な
し
で
定
年
を
60
歳

か
ら
65
歳
に
延
長
す
る
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
発

表
の
定
年
延
長
は
組
合
の
要

求
通
り
の
内
容
で
す
。

さ
ら
に
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
は
１
月
24
日
、
シ
ニ
ア

契
約
社
員
の
給
与
を
月
額
25

万
円
（
年
収
３
０
０
万
円
）

か
ら
月
額
27
万
５
千
円
（
年

収
３
３
０
万
円
）
に
４
月
１

日
か
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
も
65
歳
定
年

国
に
お
い
て
も
、
国
家
公

務
員
定
年
年
齢
を
段
階
的
に

65
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
な

ど
を
規
定
し
た
「
国
家
公
務

員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

定
年
年
齢
は
、
令
和
５
年
度

か
ら
２
年
に
１
歳
ず
つ
引
き

上
が
り
、
１
９
６
７
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は

65
歳
定
年
が
原
則
と
な
り
ま

し
た
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
シ
ニ
ア
契

約
社
員
、
年
収
２
２
２
万

円
を
継
続

一
方
で
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
１

月
20
日
、
山
口
社
長
が
「
高

い
専
門
ス
キ
ル
を
持
っ
た
シ

ニ
ア
層
の
さ
ら
な
る
活
躍
を

目
指
し
て
」
と
称
す
る
発
表

レ
タ
ー
を
全
従
業
員
宛
に
メ
ー

ル
発
信
し
「
２
０
２
１
年
12

月
に
発
表
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
＆
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ

た
新
し
い
働
き
方
で
は
、
社

員
一
人
ひ
と
り
が
成
長
し
輝

け
る
環
境
と
文
化
を
促
進
し
、

よ
り
多
様
な
人
材
を
惹
き
つ

け
、
お
客
様
の
成
功
に
つ
な

が
る
価
値
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
続
け
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ

に
な
る
」
こ
と
を
目
指
し
、

こ
れ
ま
で
順
次
施
策
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
日

本
社
会
や
企
業
の
デ
ジ
タ
ル

変
革
へ
の
ニ
ー
ズ
は
引
き
続

き
高
く
、
人
材
不
足
は
変
わ

ら
ず
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境

に
お
い
て
、
人
の
ス
キ
ル
な

ど
が
生
か
せ
る
場
所
を
企
業

内
外
に
提
供
し
て
行
く
こ
と

は
、
企
業
の
使
命
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。
発
表
レ
タ
ー

で
、
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
報

酬
に
つ
い
て
、
固
定
（
年
収

２
２
２
万
円
）
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

組
合
要
求
で
あ
る
シ
ニ
ア

契
約
社
員
の
労
働
条
件
の
改

善
や
65
歳
ま
で
の
定
年
延
長

を
無
視
し
て
い
ま
す
。
シ
ニ

ア
契
約
社
員
の
現
在
の
処
遇

を
継
続
す
る
こ
と
は
許
せ
ま

せ
ん
。

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
金

が
下
が
る

12
月
19
日
の
団
交
を
紹

介
す
る
前
に
高
年
齢
雇
用
継

続
給
付
金
に
つ
い
て
述
べ
ま

す
。

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
と

は
、
60
歳
到
達
等
時
点
に
比

べ
て
賃
金
が
75
％
未
満
に
低

下
し
た
状
態
で
働
き
続
け
る

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
一

定
の
雇
用
保
険
一
般
被
保
険

者
に
給
付
金
を
支
給
す
る
制

度
の
こ
と
で
す
。
雇
用
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
さ
れ
令

和
７
年
４
月
１
日
か
ら
高
年

齢
雇
用
継
続
給
付
の
支
給
率

が
各
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金

の
15
％
か
ら
10
％
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

12
月
19
日
の
団
交
（
抜
粋
）

組
合

シ
ニ
ア
契
約
社
員
の

国
か
ら
の
高
年
齢
雇
用
継
続

給
付
金
（
の
最
高
給
付
率
）

が
15
％
か
ら
10
％
に
下
が

り
ま
す
。
現
在
、
（
月
額
賃

金
の
）
18
万
５
０
０
０
円
の

15
％
の
給
付
金
が
国
か
ら
支

払
わ
れ
い
て
ま
す
。
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
は
あ
ま
り
に
も
（
定
年

前
よ
り
も
）
賃
金
が
下
が
り

す
ぎ
る
た
め
で
す
。
こ
の
給

付
金
が
２
０
２
５
年
４
月
か

ら
10
％
に
下
が
る
こ
と
で
、

シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
給
付
金

が
減
り
ま
す
。
国
は
給
付
金

と
い
う
形
で
労
働
者
の
生
活

を
守
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
間
に
十
分
に
賃
金
が
上
が
っ

た
と
い
う
判
断
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
物
価
高
の
中
で
シ

ニ
ア
契
約
社
員
の
給
付
金
は

一
律
に
下
が
り
ま
す
。
こ
の

件
で
会
社
は
何
か
検
討
さ
れ

て
い
な
い
の
で
す
か
。

会
社

現
時
点
で
検
討
し
て

い
る
も
の
は
な
い
で
す
。
今

後
に
向
け
て
何
か
し
ら
改
善

で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
き
ま
す
。
将
来
の

可
能
性
を
否
定
し
な
い
で
す
。

組
合

将
来
の
可
能
性
に
つ

い
て
否
定
は
し
ま
せ
ん
が
、

今
の
時
点
で
何
ら
か
の
検
討

が
で
て
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

４
月
か
ら
は
改
善
さ
れ
な
い

と
認
識
を
し
ま
す
。
さ
ら
に

物
価
高
の
中
で
生
活
が
苦
し

く
な
り
ま
す
。
他
の
会
社
で

月
額
（
賃
金
）
が
25
万
円
だ

と
す
る
と
そ
の
15
％
の
給
付

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
月
額

が
高
い
会
社
ほ
ど
給
付
金
が

高
く
な
る
。
そ
の
た
め
、

（
月
額
賃
金
が
低
い
と
）
さ

ら
に
従
業
員
が
追
い
詰
め
ら

れ
る
。
人
事
施
策
が
後
手
で

は
な
く
、
と
ん
で
も
な
い
制

度
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

（
次
回
に
つ
づ
く
）

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
賃
金

本
当
に
年
収
２
２
２
万
円
で
い
い
の
か
（
連
載
⑨
）

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
は
65
歳
へ
の
定
年
延
長
を
発
表
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